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 一方 SLC17A1 である NPT1 はナトリウム依存的なリン酸トランスポーターとして見つかり、
その後の研究で有機アニオントランスポーターとしても機能している事が報告されていた。しか
し、良い輸送活性測定系が無かったため、駆動力を含めその詳細はよくわかっていなかった。そ
こで NPT1 の輸送活性測定系を構築し、輸送メカニズムと基質特異性について解析した。 
 NPT1 を昆虫細胞を用いた大量発現系により精製し、これを再構成したプロテオリポソームへ
の基質の取り込みを調べる、という方法により輸送活性を測定した。代表的な有機アニオンであ
る PAH を用いて NPT1 を解析したところ、NPT1 は膜電位差を駆動力として PAH を輸送するこ




 では NPT1 が実際にどのような物質を基質にしているかを考えた。そして SNP の解析の報告
から尿酸が基質の候補に挙がった。そこで尿酸を輸送するか調べると、予想通り膜電位差を駆動
力として輸送した。塩素イオン要求性を示し、R138 が輸送に必須であった事などから、輸送メ
















 また、SLC17A5 はアスパラギン酸のトランスポーターであり、D アスパラギン酸の分泌
小胞への濃縮と開口放出に関わるトランスポーターであることを見いだした。すなわち、
培養β細胞の分泌顆粒中に D アスパラギン酸が濃縮していること、その濃縮に SLC17A5 が
関与することを見いだした。これは D 体アミノ酸が化学伝達をしていることを示す初めて
の直接的な証拠である。一連の成果は、薬物動態学的にも生理学的にも重要であり、博士
論文にふさわしいものである。 
 
 
